
北海道岩内町 木村 秀彬

隊員本人の顔が
分かる写真

農業・林業

【年 齢】
27歳

【出身地】
東京都 荒川区

【転出元】
東京都 荒川区

【前 職】
ビルガラス清掃

【活動時期】
R３.９～

東京生まれ東京育ちの私は広く一次産業に興味を
持っておりました。社会人として数年働く中で、北海道で
農業をしたいという思いが強くなり、農業系の協力隊や、
農業法人への就職を検討していた時、本募集を見つけ
応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）kikkaku@town.iwanai.lg.jp
（電話番号）0135-62-1011

新規就農を果たし、耕作放棄地の活用、特産品となる
ような作物の生産などによって岩内町の一次産業に貢
献したいと考えています。また、将来的には農家民泊を
営みたいと考えており、地元のお米、野菜、海産物、ジ
ビエなどの地産地消が理想です。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●アスパラガス等の農作物の栽培

耕作放棄地であった土地を2反ほど借用してアスパラ

ガス、ミニトマト、なす、といった野菜を作り畑作を学ん
でいます。私は農業経験は無く、地元の農家さん方に
ご教授いただきながら取り組んでいます。収穫した野
菜はわずかではありますが、地元の温泉で販売したり、
地元企業に使っていただいています。

活動内容が
分かる写真など

●地元高校の総合学習への参加
地元の高校にて「探求の時間」という授業があり、外部講

師として参加しました。内容は、生徒達がいくつかの班に分
かれ、それぞれが自由に決めたテーマについて疑問などを
掘り下げて探求するというものです。私は大学から山登りに
少し熱を入れており、「野外で食べるご飯はなぜ美味しいの
か」というテーマで生徒達の活動をサポートしました。

●ジビエ料理提供に向けた取組

農作業のない冬季には、地元猟友会に加わり狩猟を学んでいます。念願で
あった狩猟に携ることができ大変有意義に感じています。また、本年度には役
場関係者の方々のご協力もあり狩猟免許を取得することができました。農家民
泊でのジビエの提供を目指しています。
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